
  教育目標：心豊かに たくましく伸びていく子供 

 
 

 

 

１０月２８日（土）に学習発表会を開催しました。学習発表会

は、これまでの発表づくりも含めて、自分たちの伝えたいものは

何か、どのように表現をすれば相手がわかりやすいかを、日頃の

勉強を生かして考える機会です。一人一人がそれぞれの持ち味に

気付き、みんなで力を合わせて、一つの劇や合唱を作り上げる楽

しさを味わうことができたとても心地よい時間でした。 

１年生は、国語の「くじらぐも」というお話で学んだ、音読と

想像しながら読む力を使って、自分のセリフに合う声の大きさや

動作を考えました。一人一人がめあてをもって、先生と一緒につ

くった劇で、より一層なかよくなりました。 

２年生も、国語で学習した「スイミー」のお話を劇につなぎま

した。１年生での経験も生かして、バック絵の作成や道具の準備、

演技指導も自分たちでできてしまうほどがんばりました。スイミ

ーの知恵と勇気が伝わってきました。 

３・４年生は「いつだって」と「フレンドシップ」の合唱。先

日、市民文化会館で 1200 人を前に響かせた感動のハーモニーを、

見事に再現しました。４年生をリーダーとした合唱づくりで、歌

うことの楽しさが４年生から３年生に引き継がれ、干布小のすて

きな歌声が今年もつながりました。 

また、３年生の「大根と白菜の料理をつくろう」の取組。２年

の生活科での人と関わりながら学ぶことが、３年生から始まった

総合的な学習につながっています。４年生は、去年の大豆をはじ

めとした栽培活動を生かした「紅花」の追究。いろいろ広がる活

動に関心が高まりました。 

５年生は、劇「豆の名は」。総合的な学習での取り組みの振り返

りを劇につなぎました。いただいた落花生を、しっかり育てる。

落花生の利用や調理法を調べて、売り物になるぐらいの本物をめ

ざした今後の追究が一層楽しみになりました。 

６年生は、「自分だったらどうする?」の題名通り、四谷小との

交歓会で考えた人との付き合い方について、劇づくりを通して理

解を深めました。学校生活を見つめる最高学年にふさわしい深い

内容でした。 

たくさんの皆様にご参観いただきありがとうございました。子

供たちの心豊かな成長をお見守りくださるよう、今後ともよろし

くお願いします。 
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   １日(水) P 常任委員会 通学班長会 

  ２日(木) 2 年校外学習 口座振替日 

  ６日(月) 委員会活動 ～１７日(金)交通安全週間 

  ８日(水) 尿検査  

  ９日(木) 6 年修学旅行～１０日(金) 

 １０日(金) 4 校時限 

１３日(月) 職員会議 

～１７日(金)心を育む給食週間 

～２２日(水)キラキラ(児童面談)旬間 

１４日(火) 交通安全感謝の会 歯科検診 4 年ﾌﾞﾗｯｼﾝｸﾞ指導 

１５日(水) ぶどうの実  

１６日(木) 交流給食  

１７日(金) 食の学習(3・5 年) 代表委員会 

２０日(月) 代表委員会 

２１日(火) 全校朝会  

２２日(水) 6 年三校交流 5 年社会科見学 

２４日(金) 授業研究会(5 年) 

２８日(火) 全校朝会 委員会活動 

２９日(水) 4 校時限  

３０日(木) 6 年バイキング給食 

多様な他者と関わり合う学力を育む学校・地域へ 

 

 

 

 

 

 

これは、学習発表会で６年生が表現した劇のシナリオの一部です。 

６年生にとって、四谷小との交歓会のはじまりは、楽しみと不安が入り混じった複雑なものでした。交

歓会を振り返り、自分の心配や不安を自覚したことや、「人との関係づくり」が四谷小も含めた友達と共通

の課題であると気付いたことが劇を通して語られました。生まれも育ちも違う見知らぬ相手に、自分はう

まく対応できるか、気まずくなったらどうするか、強い緊張感が、活動を共にするうちに徐々に和らいで

いった。見知らぬ相手への不安は、未知のことをわかるおもしろさに変わり、「自分から話しかける勇気を

だす。」「自分との違いは、知らなかったことを知る、自分が広がるチャンス。」「他に求める前に自分の責

任を果たす。」等の人と付き合う方法の気付きにつながったのです。劇は、変化した自分たちの思いを表現

し、確かなものにしたいという意欲が表れたものでした。 

本校の中にも、多様性をもつ子供たちがたくさんいます。その多様性は、有利に働くこともあれば、他

者から誤解を受けることもあります。学校では、多様性のすべてを受け入れるようにしながら、将来、様々

な違いをもつ他者と関わり、互いを理解し、協働して問題解決を図っていく力の育成を目指しています。 

保護者の皆様、さらには地域の皆様方におかれましても、様々な多様性をもつ子供たちを受け入れてい

ただき、温かい言葉がけをどうぞよろしくお願いいたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地区小学生スピーチコンテスト 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

10 月 29 日(日)、地区公民館大会で恒例の「小学生

スピーチコンテスト」が行われ、4 年生以上の代表 2

名の計 6 名が意見発表しました。 

国語の意見文で学習したことを活用して、これまで

の教科や特別活動等での学習を基に考えた内容を発

表しました。学校環境委員長として「自然の屋台」を

実現させた経験を基に、よく考える、たくさん考える

ことが明るく堂々としたリーダーの姿勢につながる

とスピーチした 6 年茂木和葉さんが最優秀に選ばれ

ました。 

十
一
月
の
予
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 先日、四谷小の人たちからお手紙をもらいました。そこにはこう書いてありました。 

「最初、天童の人たちとうまくやって行けるか心配でした。」「天童の人たちは、どんな人たちなんだろ

う。」「うまく話せるかなあ。」「怖い人がいたらどうしよう。」「不安だな。」 

 これを読んで、私たちは、自分たちだけでなく、四谷の人たちもみんな、人との関わり方を心配して

いたことが分かりました。 


